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ーデザイン画ー 

デザイン画にはテーマを書き添えることが絶対条件ですが、その
テーマ（＝コンセプト）設定のちょっとしたコツをつかむのにお
すすめなのが、この本！ 『Storyteller  Portfolio デザインを
伝える、ポートフォリオの作り方』。2013年に大賞を受賞した、
大橋聖平さんのポートフォリオも掲載されています。 

ー参考作品展示ー 

2015 Tokyo 新人デザイナーファッション大賞アマチュア部門募集にちなみ、文化学園Ｃ館エントランスにて、 
2012～2014 年のデザイン画や作品の一部を４月３０日（木）まで展示しました。また昨年の、応募から渋谷
ヒカリエでの結果発表までの流れを、フェイスブックにてお伝えしていますのでぜひチェックしてください！ 
これらの作品に負けないオリジナリティあふれた作品を今年度も期待しています！ 
 
 
 

Tokyo新人デザイナーファッション大賞 

ー初夏の空の下、2015 プロ部門・アマチュア部門ともに募集中です！ー 
 

応募締切り プロ部門５／２４（日）・アマチュア部門６／２６（金）詳しくは下記のＵＲＬをＣｌｉｃｋ！ 
http://www.fashion-gp.com/ 
 



 

 
 
 

魯美・文化国際服装学院 第一期生が編入 

4月 20日（月）魯美・文化国際服装学院第一期生が文化服装学院に編入、無事初日を迎えた。初年度の今年は、魯美・
文化国際服装学院からは合計 84 名の学生が来日した。初日は緊張した面持ちで文化服装学院や日本での生活につい
てのオリエンテーションや学校見学に参加した。学生は全員ファッション高度専門士科に編入し、3・4年の計 2年間、
日本で学ぶ。授業は全て日本語。帰国後、中国での卒業論文の提出等を経て、卒業する予定。両校での勉学を修了し
た者に対しては卒業時に魯迅美術学院の卒業証書と文化服装学院の卒業証書の 2つが授与される。日本と中国の架け
橋となり、グローバルに活躍する人材がここから育っていくことを願うと同時に、これからの彼らの活躍が非常に楽
しみである。 

産学連携推進会議を開催 

－平成 27年度第 1 回国際ファッション産学推進機構委員会－ 

4 月 27 日（月）文化学園国際会議室にて、平成 27 年度第１回国際ファッション産学推進機構委員会が開催された。
この委員会は、文化学園全体として産業界や関係団体、官公庁などとの連携を通した教育の推進を図る目的で設置され、
今年度で 4年目を迎える。委員会では、文化ファッション大学院大学、文化学園大学、文化服装学院、文化外国語専門
学校における昨年度の産学活動実績や今後の予定などが共有された。また、本学理事長の大沼淳からは、国際競争の中
で生き残る上での産学連携事業の重要性が高まっており、そのためには産官学でのコミュニティーの結びつきが必要と
述べられた。 

写真左から、委員長の文化学園大学教授松田祐之、 
文化学園理事長大沼淳、本機構機構長川合直 

専門委員、運営委員約 15名で構成される委員会 各校の産学連携報告を聞く委員 

日本語の説明を真剣に聞く学生たち 魯美・文化クラスを担当する教員によるオリエンテーション 


